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この指標は、市役所あるいは町村役場の所在地の位置（北緯・東経）を、表 1 の人口（𝑘 = 1、単
位：人、2019 年 3 月現在）・歳入出額（𝑘 = 2；歳入額、𝑘 = 3；歳出額、単位：百万円、2018 年 3 月





地域 市町村 人口 歳入額 歳出額 駅数 大学 北緯 東経 
山城 
京都市 1,465,448 764,305 761,876 140 28 35.02 135.77 
向日市 56,404 19,191 18,468 3 0 34.95 135.70 
長岡京市 80,692 29,621 28,599 3 0 34.92 135.70 
大山崎町 15,632 6,696 6,459 2 0 34.90 135.68 
宇治市 181,730 63,771 63,310 13 1 34.88 135.80 
八幡市 71,301 26,463 25,906 3 0 34.87 135.72 
城陽市 74,987 36,881 36,699 6 0 34.85 135.78 
京田辺市 73,273 25,002 24,527 9 2 34.82 135.77 
久御山町 15,478 7,954 7,727 0 0 34.88 135.73 
宇治田原町 8,993 4,738 4,605 0 0 34.85 135.87 
井手町 7,590 5,085 4,663 2 0 34.80 135.80 
木津川市 76,240 31,603 31,253 7 0 34.73 135.82 
精華町 36,293 13,947 13,453 4 0 34.75 135.78 
和束町 3,649 3,263 3,134 0 0 34.80 135.90 
笠置町 1,208 1,589 1,538 1 0 34.75 135.95 
南山城村 2,476 2,699 2,609 2 0 34.77 136.00 
南丹 
亀岡市 87,384 35,909 35,484 5 1 35.02 135.58 
南丹市 32,026 23,314 22,522 7 3 35.10 135.47 
京丹波町 13,310 11,070 10,867 4 0 35.17 135.43 
中丹 
福知山市 77,102 41,288 40,107 14 1 35.30 135.13 
舞鶴市 80,565 35,451 35,106 7 0 35.47 135.38 
綾部市 32,390 17,128 17,103 5 0 35.30 135.27 
丹後 
宮津市 17,258 14,323 14,194 8 0 35.53 135.20 
京丹後市 52,239 34,827 33,672 7 0 35.62 135.07 
与謝野町 20,464 12,520 12,454 1 0 35.57 135.15 












⁄     (1) 






⁄        (2) 











差をとった上で、①と②の商をとれば、その結果は表 3 のようになる。 
ここでいう地理的中心点は、経済的・文化的中心地の意味ではなく、京都府の南端・北端と、西端・
東端それぞれの北緯と東経の平均値であり、単なる物理的地理的座標の中心点である。まず、国土地
理院のデータを利用して、京都府の地理的中心点を算出すると、北緯 35。242 東経 135。455 で、実
際の位置は京丹波町と南丹市の間の地域である。  










表 2. 各種加重重心の算出結果 
 人口 歳入額 歳出額 駅数 大学数 平均 
東経 135.695 135.683 135.684 135.658 135.720 135.688 
北緯  35.021  35.039  35.038  35.051  35.017 35.033 
 
表3. 地理的中心点と各変数別の乖離度 
 人口 歳入額 歳出額 駅数 大学数 平均 
南への乖離度 41.28% 38.01% 38.07% 35.70% 42.04% 39.02% 




















めた結果は表 4 の通りである。表 4 におけるそれぞれの加重重心の実際の位置を確認すれば、大学を
除いた全てのファクターの重心は「綾部市」にある。そのため、加重重心の平均（北緯 35.291、東経
135.323）も、「綾部市」になるのである。一方で、丹波・丹後地域の地理的中心点を求めれば、北緯










表 4. 丹波・丹後の各種加重重心の算出結果 
 人口 歳入額 歳出額 駅数 大学数 平均 
東経 135.318 135.298 135.299 135.276 135.423 135.323 


















 一般に、「双子都市」は、ある限定された地域に存在する 2 つの有力な都市を示す。山下・鄭・金
子（2019）は、①ある限定された地域に 2 つのみ存在する人口 10 万人以上の都市、②かつ双方がそ
























表 5. 丹波・丹後の地理的中心点と各変数別の乖離度 
 人口 歳入額 歳出額 駅数 大学数 平均 
南北への 
乖離度 
0.003% 0.015% 0.014% 0.027% 0.055% 0.001% 
東西への 
乖離度 
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